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第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

ファラデーの法則を用いて量的関係を求める問題で、各学力層で差がついた

正解率 50.5％
SS60～65 67.5％
SS55～60 56.8％
SS50～55 50.4％
SS45～50 4５.7％

化 学

電気分解を用いたＡｌの工業的製法を題材としており、陽
極から発生した気体の物質量をもとに、反応した炭素の
質量と生成したＡｌの質量の関係を表すグラフを求める問
題で、各学力層で差がつきました。電気分解の量的関係
を正しく理解し、陽極で流れたｅ－の物質量の合計から陰
極で得られたAｌの質量を正しく求められたかがポイント
だったと思われます。

2023年の共通テスト化学本試験 第2問 問2でも電気
分解の問題が扱われたように、「電池と電気分解」の分
野で電気分解の量的関係の問題は頻出です。ファラデー
の法則を用いて、流れた電気量と電極で変化する物質の
物質量の関係を求めるのは複雑で、苦手な生徒も多い
ですが、オーソドックスな問題も多く、しっかりと理解でき
れば、得点しやすい分野でもあります。教科書で基本事
項を理解したら、問題集や過去問で計算について演習を
積むことをお勧めいたします。また、無機物質の性質など
の知識と組み合わせた出題も予想されるため、関連する
分野を学習するきっかけにもなると思われます。

結 果 分 析

指導の ご提案

第３問 問２

2023年度第１回ベネッセ・駿
台大学入学共通テスト模試
「化学」
受験者数： 131,944人
平均点： 48.8点
標準偏差： 20.6

第３問 問２

【出典】 問題・集計結果データともに、2023年度「第１回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。
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